on MORI Arinori's View of National Morals in 1880s'Japan by 厳, 平
Title森有礼の教育思想における心と身体
Author(s)厳, 平








平  厳   
on MORIArinori’s View of NationalMoralsin1880s’Japan  
YAN Ping  

























一330－   


































して，森の教育政策は，それへの批判から始まったといってもよい。   
初等教育において従来の修身科教科書の使用禁止に次いで，中等教育において，森は能勢栄に  
命じて，中学校及び師範学校用の倫理科教科書の編纂を命じた。『倫理書』がそれである。本書  
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論につながるものとみる認識は，当時の洋学系知識人や開明派官僚の共通認識であった1T。   
とすれば，森は，いかにして「治安維持」をはかり，近代的な国家統合を構想したのか。教育  
は，その視点から見出されてくるのである。森有礼の「治安維持論」がいかに教育の問題とリン  
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唯一の政治上の安全である。この箱舟の外側はすべて大洪水である」と㌔ この時点において森  
は，社会の秩序維持における教育の作用を十分に認識していた。以上，こうした森の教育観は，  
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操によらなければならない，と「兵式」を強調するのである盟。   
このような森の教育論は，東京学士会院にどのような反応を呼び起こしたのだろうか。森の意  
図は，「教育論 身体ノ能力」の建議が同院で議論の上，可決されることによって，文部卿に提  
案し，学校現場などで実現されることにあった測。しかし，実際は森の期待した方向には行かな  
かった。まず東京学士会院では，森による二度目の「教育論 身体ノ能力」演説が行なわれた第  
14会（明治12年11月15日）において，「衆員ノ中一二之ヲ可否スル者アリト離モ，会員ノ可決二  


















式の体操をとることに関しては疑問視する声が大勢であったというのである。「教育論 身体ノ  
能力」において森が強調したい点がこの「兵式」にあることを考えれば，森の意見は否定された  
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とした意味で，それは森なりの「国民道徳」教育の構想であったということになる。   
森の構想した方法は，その後多様な形で生かされていった。兵式体操に即していえば文部省は  
その後もこれにかかわっていったのである。大正期末になってさらに「学校教練」に現役将校の  
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体操と歩兵操練を，森は「兵式体操」としては認めていなかったのである。なお，「兵式体操」と   
「歩兵操練」との違いについては稿を改めて論じたい。  
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